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次
世
代
に
ツ
ナ
グ
、
都
城
「
幸
せ
上
々
、
み
や
こ
の
じ
ょ
う
」
の
創
生

都
城
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定

　

市
で
は
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
方
創
生
を
実
現
す
る
た
め
の
５
カ
年
計
画
と
し

て
、
都
城
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

と
っ
て
お
き
の
自
然
と
伝
統
、
活
力
に
満
ち
た
都
城
を
次
世
代
に
確
実
に
つ
な
ぎ
、

「
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

課
題
と
な
る
人
口
減
少

　

本
市
は
、
平
成
８
年
以
降
、
緩
や
か

な
人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
全
国

や
県
全
体
と
比
較
し
て
高
か
っ
た
合
計

特
殊
出
生
率
も
、平
成
21
年
か
ら
低
下
。

ま
た
、
死
者
数
は
出
生
者
数
を
上
回
る

傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
進
学
・
就
職
期
に
当
た
る

15
〜
24
歳
の
転
出
超
過
に
よ
る
人
口
流

出
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
が

将
来
に
与
え
る
影
響

　

人
口
減
少
は
、
地
域
経
済
活
動
の
縮

小
は
も
と
よ
り
、
人
手
不
足
や
日
常
生

活
を
維
持
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
も
た
ら
し
ま
す
。
人
口
減
少
が
地
域

経
済
の
縮
小
を
呼
び
、
地
域
経
済
の
縮

小
は
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
（
悪
循
環
の
連
鎖
）

に
陥
り
ま
す
。

都
城
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
策
定

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

仕
事
が
人
を
呼
び
、
人
が
仕
事
を
呼
び

込
む
好
循
環
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
を
支
え
る
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
に
基
づ
き
、
本
市
の
人
口
推
計
や

目
指
す
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
た
施
策

を
ま
と
め
た
地
方
版
総
合
戦
略
「
都
城

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
、平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課　

☎
23
ー
２
１
１
５

なや特ま傾15出小活を

総 人 口

おおむね13万３千人
合 計 特 殊 出 生 率 ※

2.07
4 9 歳 以 下 人 口 割 合

53.5％

2060年の目標人口 将来人口推計 推移グラフ

※ 15～ 49 歳までの女性が一生のうちに生む子どもの平均数

人
口
減
少
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル 

イ
メ
ー
ジ
図
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７
つ
の
「
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

市
で
は
、
人
口
減
少
の
抑
制
や
人
口

減
少
社
会
を
見
据
え
た
機
能
の
維
持
、

ま
た
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す

る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
７
つ

の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
し
ま
し

た
。

◆
「
地
の
利
」
の
活
用

　

地
域
高
規
格
道
路
都
城
志
布
志
道

路
の
早
期
全
線
開
通

や
、
南
九
州
の
物
流

拠
点
の
形
成

・
新
た
な
工
業
団
地

整
備
の
計
画
な
ど

◆
「
地
域
産
業
」
の
振
興

　

６
次
産
業
化
を
軸
と
し
た
「
攻
め
の

産
業
」
創
生
や
、
地

元
経
済
を
け
ん
引
す

る
地
元
企
業
の
振
興

と
新
規
創
業
の
支
援

な
ど

◆
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
強
化

　

企
業
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強

化
し
、
地
元
採
用
枠

を
拡
大
促
進
や
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域
お
こ

し
団
体
と
の
協
働
推

進
な
ど

◆
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
」
の
支
援

　

婚
活
の
支
援
と
子

育
て
の
支
援

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
切
れ
目

な
い
子
育
て
支
援

な
ど

◆
「
暮
ら
し
・
都
市
機
能
」
の
再
構
築

　

中
山
間
地
域
な
ど
の
生
活
機
能
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
の
維
持
や
、医
療
・

防
災
拠
点
の
整
備
に

よ
る
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
の
充
実
な
ど

◆
「
広
域
連
携
」
の
推
進

　

生
活
圏
・
地
域
資
源
を
共
有
す
る
他

市
町
と
の
広
域
連
携
の
推
進
（
都
城
広

域
定
住
自
立
圏
、
環
霧
島
会
議
を
通
し

た
広
域
連
携
）

　

後
方
支
援
拠
点
都
市
（
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
シ
テ
ィ
）
の
取
り
組
み
な
ど

◆
「
都
城
の
魅
力
」
の
発
信

　
「
肉
と
焼
酎

の
ふ
る
さ
と
」

を
軸
と
し
た
都

城
の
魅
力
を
全

国
に
発
信

・
都
城
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
な
ど

まち・ひと・しごと創生　総合戦略

人口減少社会への備え 人口減少の抑制

転出者
の抑制

「
都
城
で
働
き
た
い
」
に

応
え
る

基本目標

１

転入者
の増加

「
都
城
に
住
み
た
い
」
に

応
え
る

基本目標

２

出生率
の増加

「
都
城
で
育
て
た
い
」
に

応
え
る

基本目標

３

暮らし
再構築

都市
構造の
見直し

「
安
心
し
て
、
ず
っ
と

暮
ら
せ
る
都
城
」
を

つ
く
る

基本目標

４

広域
連携の
推進

「
南
九
州
の
中
心
と
し
て

の
都
城
」
を
担
う

基本目標

５

好循環の創出

「
都
城
の
魅
力
」
を

全
国
に
発
信
す
る

基本目標

６

【
総
合
戦
略
に
必
要
な
視
点
】

【
総
合
戦
略
の
基
本
目
標
】

６
つ
の
基
本
目
標

　

目
標
人
口
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

都
城
で
「
働
き
、
住
み
、
子
ど
も
を
育

て
た
い
」
と
い
う
希
望
に
応
え
る
環
境

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
将
来
を
見
据
え

た
社
会
基
盤
の
再
構
築
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

併
せ
て
、
本
市
の
魅
力
を
対
外
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
地
域
経
済
の
発
展
や
交
流
人

口
の
増
大
を
図
り
、仕
事
が
人
を
呼
び
、

人
が
仕
事
を
呼
び
込
む
好
循
環
に
つ
な

げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
総
合
戦
略
に
必
要
な
視

点
を
整
理
し
、
６
つ
の
基
本
目
標
を
定

め
ま
し
た
。
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き
る
よ
う
一
般
開
放
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
多
目
的

室
や
会
議
室
な
ど
も
整
備
。
さ
ま
ざ
ま

な
市
民
活
動
に
対
応
で
き
る
環
境
を
ま

ち
な
か
に
整
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
雨
天
時
に
も
利
用
で
き
る

屋
根
付
き
の
多
目
的
広
場
は
、
ま
ち
な

か
の
憩
い
の
場
と
し
て
開
放
す
る
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
市
民
交
流
活

動
の
舞
台
と
し
て
の
活
用
を
促
進
す
る

こ
と
で
、新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

広
報
都
城
３
月
号
で
紹
介
し
た
新
し

い
図
書
館
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
施
設

も
平
成
30
年
春
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
整
備
す
る
施
設
は
、
ま
ち
な
か

に
新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
中
核
施

設
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
整
備

と
併
せ
て
、
今
後
も
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち

づ
く
り
（
空
き
店
舗
解
消
）
な
ど
の
ソ

フ
ト
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
、
中
心

市
街
地
活
性
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
（
ま
ち
な
か
）
で
進
め

て
い
る
、
中
核
施
設
の
基
本
設
計
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
２
回
目
と
な
る
今
回

の
特
集
で
は
、
子
育
て
世
代
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
複
合
施
設
と
、
屋
根

付
き
多
目
的
広
場
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

今
回
の
計
画
で
は
、
国
道
10
号
沿
い

の
旧
都
城
大
丸
本
館
跡
地
な
ど
に
子
育

て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市
民
健

康
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
複
合
施
設
（
３
階

建
て
）
を
新
築
。
併
せ
て
、
屋
根
付
き

の
多
目
的
広
場
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
天
時
も
ス
ム
ー
ズ
に
移
動

で
き
る
よ
う
、
多
目
的
広
場
と
新
し
い

図
書
館
の
間
や
、
図
書
館
と
旧
大
丸
立

体
駐
車
場
（
各
公
共
施
設
の
付
帯
駐
車

場
）
お
よ
び
ウ
エ
ル
ネ
ス
パ
ー
キ
ン
グ

の
間
に
、
屋
根
付
き
横
断
歩
道
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

複
合
施
設
は
、
１
階
に
交
流
活
動
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）、
２
階
に
市
民
健
康

セ
ン
タ
ー
、
３
階
に
子
育
て
世
代
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。

　

乳
幼
児
健
診
な
ど
を
行
う
市
民
健
康

セ
ン
タ
ー
と
、
屋
内
外
に
遊
具
を
配
置

し
た
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
同
じ
建
物
内
に
整
備
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
な
か
に
子
育
て
世
代
の
新
た
な
活

動
拠
点
を
創
出
し
ま
す
。

　

交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
に
は
、
開
放
的

な
ま
ち
な
か
キ
ッ
チ
ン
（
調
理
室
）
を

設
け
、
子
育
て
世
代
向
け
に
離
乳
食
教

室
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
料
理
教
室

や
食
育
講
座
な
ど
の
活
動
に
も
利
用
で

複合施設の西側（国道 10号側）外観

まちなかキッチン

屋内遊び場

屋根付き多目的広場

※各イメージ図・写真は変更になる場合があります

中心市街地中核施設の基本設計  ～子育て世代活動支援センター等複合施設編～

◎
問
い
合
わ
せ

　

商
工
政
策
課　

☎
23
ー
２
９
８
３

Cプラザ側から見た複合施設と多目的広場

子
育
て
世
代
の
活
動
拠
点
を
創
出

市
民
交
流
活
動
の
舞
台
に

雨
天
時
の
移
動
に
も
配
慮

※整備イメージ図のため、周辺の建物などは加工しています

ま
ち
な
か
の
中
核
施
設
と
し
て

vol.２



ぼ
ん
ち
く
ん
の
お
仕
事

　

昨
年
１
月
か
ら
派
遣
を
ス
タ
ー
ト
し

た
か
わ
い
ら
し
く
親
し
み
や
す
い
ぼ
ん

ち
く
ん
に
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
希

望
す
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
六
月
灯
や
保
育
園
の
運
動
会
、
市

外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
昨
年
１
年
間
で

延
べ
４
７
２
カ
所
の
行
事
に
参
加
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

地
域
行
事
な
ど
で
は
、
参
加
者
ら
と

「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁
ラ
ジ
オ
体
操
第
1
」

を
し
た
り
、
司
会
者
の
手
伝
い
を
し
た

り
し
て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
都
城
に

ち
な
ん
だ
ク

イ
ズ
や
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
行
い
、

た
く
さ
ん
の

人
に
本
市
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
。

ぼ
ん
ち
く
ん
が

お
手
伝
い
に
行
き
ま
す

　

地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
盛

り
上
げ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
ぼ
ん
ち
く
ん
は
、
皆
さ
ん
と
触

れ
合
う
機
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト

・
各
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト

・
小
中
学
校
の
行
事

・
保
育
園
・
幼
稚
園

な
ど
の
行
事

・
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

ほ
か

※ 

ぼ
ん
ち
く
ん
の
派

遣
は
原
則
無
料
で

す
が
、
申
請
が
必

要
で
す
。
申
請
書

は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得

で
き
ま
す

　
平
成
26
年
度
か
ら
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
兼
Ｐ
Ｒ
部
長
と
し
て
市
内
外
で

活
躍
す
る
ぼ
ん
ち
く
ん
。
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
お
祭
り
や
市
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん

の
笑
顔
を
届
け
な
が
ら
、
本
市
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

ぼ
ん
ち
く
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を

活
用
く
だ
さ
い

　

市
内
の
風
景
や
催
し
、
季
節
の
風
物

な
ど
と
一
緒
に
描
か
れ
た
ぼ
ん
ち
く
ん

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
ぼ
ん
ち
く
ん

と
フ
ォ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
か
ら
入
手

で
き
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
や
大

切
な
人
へ
の
手
紙
な
ど
に
、
ぼ
ん
ち
く

ん
を
添
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　ぼんちくんと一緒にさまざまなイベ
ントを盛り上げている、ぼんちくん支
え隊。現在８人のメンバーが、ぼんち
くんと一緒に会場やステージで歌った
り、ダンスを踊ったりしながら、イベ
ントを盛り上げています。
　ぼんちくんをサポートする支え隊
は、ぼんちくんと一緒に、皆さんに笑
顔と元気を届けています。

　

ま
た
、
ぼ
ん
ち
く
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を

活
用
し
て
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
商
品
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ア
イ

デ
ア
次
第
で
、
ぼ
ん
ち
く
ん
が
商
品
を

効
果
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

※  

個
人
で
使
用
す
る
場
合
や
名
刺
な
ど

に
利
用
す
る
場
合
、
申
請
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
な
ど

販
売
を
目
的

と
す
る
場
合

は
、
利
用
申

請
・
許
諾
が

必
要
で
す
。

詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ　

み
や
こ
ん
じ
ょ
Ｐ
Ｒ
課　

☎
23
ー
２
６
１
５

ぼんちくんをサポートする
「ぼんちくん支え隊」
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自
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い
高
齢

者
を
支
え
る
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
市
内

に
住
民
票
が
あ
る
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
地
域
の

実
情
や
特
性
に

応
じ
て
、
柔
軟

な
体
制
で
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
、
介

護
が
必
要
と
な
っ
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
状
態
や
必
要
に
応
じ
て
、「
通
い
」

を
基
本
に
「
泊
ま
り
」「
訪
問
」
の
３

つ
の
形
態
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
し
ま

す
。
暮
ら
し
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と

や
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
見
極
め
、
柔

「
自
宅
で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
を
か
な
え
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
所
や
施
設
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
、
住
み
慣
れ
た
家
や
地
域
で
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課　

☎
23

－
３
１
８
４

軟
な
対
応
を
心
掛
け
る
こ
と
で
、
そ
の

人
ら
し
い
生
き
方
、
暮
ら
し
方
を
支
援

し
ま
す
。

一
人
一
人
の
状
態
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
提
供

す
る
施
設
で
は
、
「
通
い
」
「
訪
問
」

｢

泊
ま
り｣

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
に
、
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
対
応
す

る
た
め
、
利
用
者
は
、
連
続
性
の
あ
る

ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
利
点
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、一
人
一
人
の
状
態
に
応
じ
て
、

訪
問
や
通
い
の
内
容
、
時
間
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
必
要
な

と
き
に
必
要
な

だ
け
の
サ
ー
ビ

ス
を
24
時
間
、

３
６
５
日
提
供

で
き
ま
す
。

市
内
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

　

　

現
在
市
内
に
は
、
３
カ
所
の
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
が
あ
り
、

市
で
は
、
さ
ら
に
本
年
度
、
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
の
整

備
を
予
定
。
高

齢
者
の
皆
さ
ん

の
生
活
圏
域
に

配
慮
し
な
が
ら
、

地
域
の
実
情
に

即
し
た
整
備
を

図
っ
て
い
ま
す
。

◯
ち
っ
ち
ゃ
な
お
家
み
づ
き

　

志
比
田
町
９
５
６
０
番
地
１

　

☎
46

－

３
５
５
０

○
小
規
模
多
機
能
型
ホ
ー
ム
一
休
庵
い
わ
よ
し

　

郡
元
町
２
１
７
番
地
1　
　
　

　

☎
46

－

４
０
１
１

◯
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
豊
明
苑

　

蓑
原
町
１
８
４
６
番
地
１

　

☎
23

－

３
９
９
３

１
月
当
た
り
の
利
用
料
負
担
（
１
割
）
の
目
安

•
要
支
援
１　

３
、４
０
３
円

•
要
支
援
２　

６
、８
７
７
円

•
要
介
護
１　

１
万
３
２
０
円

•
要
介
護
２　

１
万
５
、１
６
７
円

•
要
介
護
３　

２
万
２
、０
６
２
円

•
要
介
護
４　

２
万
４
、３
５
０
円

•
要
介
護
５　

２
万
６
、８
４
９
円

※
食
費
や
宿
泊
費
な
ど
は
別
途
負
担

小規模多機能型居宅介護とその他の介護保険サービスとの違い

小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護

「通い」 「訪問」 「泊まり」
○一人一人が必要な
時間に利用

○必要なこと、必要
な時間だけ利用

○緊急時にも柔軟な
対応

○一人一人異なる回数
や時間、内容

○必要なときに必要な
だけサービスが受け
られ、緊急時にも柔
軟な対応 

○突然の宿泊などでも利
用可

○通い慣れた場所での宿
泊。顔なじみの職員や
利用者と宿泊可

そ
の
他
の
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス

デイサービス
（通所介護）

ホームヘルプ
（訪問介護）

ショートステイ
（短期入所生活介護）

○施設の利用時間に合わ
せて利用

○必要な回数や時間、内
容を決めて利用

○サービスの枠に合わせ
た利用時間

○必要なサービスや回
数、時間、内容を決め
て利用

○事前に利用したい日を
予約

※利用したい日が空いて
いないときは、他の施
設に変更

当該事業所のケ
アマネジャーと
相 談 し な が ら
サービスを組み
合わせて利用

ケアマネジャー
に相談し、目的
に応じたサービ
スを選択

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

利

用

者
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差
別
を
な
く
す
た
め
に

　

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
国
や
市
町

村
な
ど
の
行
政
機
関
の
ほ
か
、
会
社
や

店
舗
な
ど
の
民
間
事
業
者
の
、
障
が
い

が
あ
る
人
に
対
す
る
「
障
が
い
を
理
由

と
す
る
差
別
」
を
解
消
す
る
た
め
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

障
が
い
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
は
、
障
害
者
基

本
法
で
定
め
ら
れ
た
身
体
障
が
い
の
ほ

か
、
知
的
障
が
い
、
発
達
障
が
い
を
含

む
精
神
障
が
い
、
そ
の
他
心
身
の
機
能

障
が
い
が
あ
り
、
障
が
い
や
社
会
的
障

壁
に
よ
り
日
常
生
活
や
社
会
生
活
が
困

難
に
な
っ
て
い

る
人
の
こ
と
で

す
。

　

な
お
、
障
害

者
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
人
も

含
ま
れ
ま
す
。

み
ん
な
が
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消
し
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
平
等
に
生
活
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
の
法

律
で
す
。
こ
の
法
律
は
行
政
機
関
や
事
業
者
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
差

別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
は
全
て
の
人
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
を
理
由
と
し
た
不
当
な
区
別
や
制
限
な
ど
の
差
別
に
気
付
き
、
そ

の
解
消
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
23

－
２
９
８
０

※ 

社
会
的
障
壁
と
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
が
生
活
を
す
る
上
で
壁
と
な
る
事

物
や
制
度
、
慣
行
、
観
念
な
ど
の
こ

と
で
、特
に
女
性
や
子
ど
も
の
場
合
、

そ
の
特
性
に
応
じ
た
配
慮
が
求
め
ら

れ
ま
す

差
別
に
当
た
る
行
為
と
例

　

こ
の
法
律
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
に
対
す
る
「
不
当
な
差
別
的

取
り
扱
い
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
不
提

供
」
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

●
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

　

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
障
が
い

を
理
由
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、
制

限
し
た
り
、
ま
た
、

障
が
い
の
な
い
人
に

は
付
け
な
い
よ
う
な

条
件
を
付
け
た
り
す

る
こ
と
で
す
。

改
善
す
べ
き
例
：
店
舗

　

飲
食
店
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
障
が

い
の
あ
る
人
を
、
車
い
す
を
利
用
し
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
断
る

改
善
す
べ
き
例
：
住
居
の
賃
貸
契
約

　

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
借
り
よ
う
と
す
る

人
が
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

と
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
断
る

好
ま
し
い
例
：
店
舗

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
、
店
員
が

レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
な
ど

を
読
み
上
げ
て
説
明
す
る

好
ま
し
い
例
：
受
付

　

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
に
、
ホ
テ
ル

な
ど
の
受
付
で
、
手
話
や
筆
談
な
ど
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る

●
合
理
的
配
慮
の
不
提
供

　

障
が
い
の
あ
る
人
が
、
何
ら
か
の
配

慮
を
求
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
き

る
範
囲
で
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
配

慮
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

改
善
す
べ
き
例
：
災
害
時
の
避
難
先

　

災
害
時
の
緊
急
避
難
所
で
、
聴
覚
障

が
い
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
管
理
者
が
必
要
な
情
報

を
音
声
で
の
み
提
供
す
る

好
ま
し
い
例
：
出
入
口

　

車
い
す
を
利
用
し
て
い
る
人
や
歩
行

が
困
難
な
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め

に
、
建
物
の
出
入
口
に
ス
ロ
ー
プ
を
設

置
す
る
な
ど
、
段
差
を
解
消
す
る
工
夫

を
行
う

　市では、広
報紙などと併
せて、ホーム
ページでもさ
まざまな市政
情報を発信し
ています。

　市ホームページでは、分かりやすい表現方
法に加えて、見やすい配色などにも配慮して
いましたが、４月１日の障害者差別解消法の
施行に合わせて、障がいのある人の利用を支
援する機能を追加しましました。
　具体的には市民向けページや観光情報ペー
ジに、600％までの表示サイズ拡大機能や、
反転などの色の変更機能、機械音声による読
み上げ機能、平仮名やローマ字の振り仮名機
能を追加しました。

【都城市公式ホームページのURL】
http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp/

都城市公式ホームページも障がいの
ある人の利便性を高めました

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

市 ジ 分 り
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

　

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

持
っ
て
、
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
手
助
け
を
行
う
こ

と
で
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
な
お
、
民
生
委
員
は
児
童
福
祉

法
の
定
め
に
よ
り
、
児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
は
じ
め
、
身
体
の
不
自
由
な
人
、
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
、
子
育
て
世
帯
な

ど
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
悩
み
や

心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
て
い
て
、
市

や
関
係
機
関
と
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し

て
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
役
割

　

主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育

て
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
児
童
福
祉
に
関
す
る
関
係
機

関
と
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連

絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
活
動
に
対

す
る
援
助
や
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

委
員
の
任
期
と
活
動

　

新
し
い
委
員
の
任
期
は
、
平
成
28
年

12
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
、
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
相
談
活
動

・
調
査
活
動

・
活
動
の
記
録
と
報
告

・
福
祉
票
の
作
成
、
活
用
と
保
管

・
証
明
事
務

・
人
権
・
同
和
問
題
へ
の
対
応
と
地
域

福
祉
活
動

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
申
し
込

み
手
続
き

・
募
金
活
動
な
ど
へ
の
協
力

委
員
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

委
員
に
は
、
法
律
に
よ
り
給
与
や
報

酬
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
通

信
や
交
通
な
ど
の
経
費
と
し
て
、
月
額

９
、７
０
０
円
の
活
動
費
を
支
給
さ
れ

て
い
て
、
事
実
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

委
嘱
と
改
選
手
続
き

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
福

祉
に
密
接
な
関
わ
り
を
持
つ
自
治
公
民

館
の
単
位
で
構
成
す
る
推
薦
準
備
会
か

ら
推
薦
さ
れ
、
都
道
府
県
知
事
の
推
薦

に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す

る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

　
現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
の
任
期
は
、
平
成
28

年
11
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
全
国
一
斉
の
改
選
手
続

き
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
前
回
の
改
選
以
降
、
欠
員
の
地
域
も
あ
り
、
各
種
の
福
祉
活
動
に
支
障
が
出

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
適
任
者
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
福
祉
課
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
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　民生委員・児童委
員の委嘱を受けてか
ら、９年（３期）目
となりました。１人
暮らしのお年寄り
の話を聞くなど、担
当地区の一人一人に
寄り添いながら、相
談を受け付けていま
す。皆さんの声を行
政などにつなぐ「つ
なぎ役」として活動
していて、月１回の
定例会では、委員同
士で住みやすい地域

づくりについて情報の交換をしています。
　活動を通してこれまで知らなかった人たち
と、笑顔で会話を交わすようになりました。
　何より一番の励みとなるのは、相談を受け
付けた人が笑顔になること。喜ばれる姿が印
象的で、とてもやりがいのある仕事だと感じ
ています。

五十市地区民生委員児童
委員協議会会長

髙
た か

山
や ま

　茂
し げ

美
み

さん

民生委員・児童委員は
やりがいのある仕事です

インタ
ビュー
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農業用

農業用廃プラスチックは、焼かない・捨てない・リサイクル!
強風時の飛散防止をしっかり！  収穫後に長期間放置しないようにしましょう！！
　廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは産業廃棄物であるため、農業経営者が自
己責任で適正に処理するよう法律によって義務付けられています。また、不法焼却・不法投棄をすると、
５年以下の懲役または 1,000 万円以下の罰金が科せられます。
　被覆資材や収穫後の使用済み農業用廃プラスチックなど、強風時に飛散させないように対処してくだ
さい。 
◎ 問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課）　☎ 23‒2425

日　　　程 収集場所 収集時間
5月  12日（木）、 26日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所
（三股町大字蓼池4439番地1） 14:00～ 16:006月  9日（木）、 23日（木）

7月

 14日（木） 

 26日（火） JA都城　中郷集荷所
（梅北町3366番地2）

 9:00～ 16:00 27日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水2918-2）

 28日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田2481）

8月  18日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14:00～ 16:00
9月  8日（木）、 29日（木）
10月  13日（木）、 27日（木）
11月  10日（木）、 24日（木）

12月

 6日（火） JA都城　中郷集荷所
 9:00～ 16:00 7 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター

 8日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
 22日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14:00～ 16:00
1月  12日（木）
2月  13日（月）、 23日（木）
3月  9日（木）、 23日（木）

●費用 :1kg 当たり22円 68銭（デポジット券または現金にて徴収）

廃ポリフィルムなどのリサイクル収集日程
肥料袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、PO系フィルム、谷シート、ポリポット、ポリマルチ、
かん水チューブ、不織布など

塩化ビニールのリサイクル収集日程
「農ビ」の表示がある透明な塩化ビニール（ハウスビニールなど）

8月

 23日（火） JA都城　中郷集荷所

13:30～ 16:00

 24日（水） アグリセンター都城　高城農産センター

 24日（水） アグリセンター都城　山田農産センター

1月

 25日（水） JA都城　中郷集荷所

 26日（木） アグリセンター都城　高城農産センター

 27日（金） アグリセンター都城　山田農産センター

●費用：1kg当たり6円48銭（デポジット券または現金にて徴収）

〈
切
り
取
り
線
〉

保 存 版

○黒いサイロビニールやブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンドなどは
　収集しません。産業廃棄物処理業者で適正に処分してください。
○初めての人は、委任状作成のため印鑑（スタンプ式を除く）を持参してください。
○よく乾燥させ、同種の資材で縛ってから搬出してください。
○デポジット券は今年度で使用できなくなりますので、早めの使用をお願いします。
券の残高分は、29年度から返還の手続きを行います。詳しくは、事務局へ問い合わせください。


